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〔解 説〕

　　繭蒲洲小市炭田の地質について

○震昼系　　華北瀟洲の上部原生代の地厨で，南

・瀦洲太子河地方ではその上部を綱河統といい，下

部より釣魚台珪岩南攻頁岩橋頭珪岩の3層群に大

別される。

○霧武系．　南蒲洲のカソブリヤ系は遠藤隆玖博

士の厘分に從うと茨のようになる。

　下部’ま三崎・石橋の2統，中部は蛍十，太子，

縄山の3統，上部は白山台山，燕州の3紐や，
イビ石からみるとま雌或｝こより不整合力…ある。

○奥陶系　　太子河沿岸地域のオルドビス系は小

林貞一博士は下部上り灘々，臥寵，豆房の3統と

し，それぞれ特有の頭足類三葉虫を有している。

C鯛状石茨岩　　球状の小粒子が集った石茨岩で

粒の直径は極めて小さいものから時に敷工n皿以上

にもな多が，一般に鐵繭でみると微粒棲を中心に

．同心因状の構造をしている。その核を中心に海水

中の石來分が沈てん←たもので，現在でも熱帯の

ある地域では盛んに生成されている。

○蠕虫献石文岩　　石茨岩の風化面で見ると殊に

著しいが，断面では幅1・1㎜前後から敷em，長さ
敷（m以上の塊の部分が屠をし1てならんで，丁度

虫がはっている様な感を輿える石文岩であ孔石

茨岩の出來た場所が極淺い所で時に塞申に脳て乾

裂が生じたりした屯のがその後に饗形し・切れ切

れに砕けてできたものをいう。一般には古期の古

生代の石茨岩にみられる。

・○大渦巻石茨岩　　一般にクリプトゾーン（叉は

コレニヤ）石茨岩ともいわれ・石文岩の中に直径

ユOo皿から10数。川エにも及ぶたまねぎ状の構造を

した築があるもので，原始的な分裂藻類のあるも

のが，その表面に石茨分を沈着したものといわれ

。る。先カソブリヤ紀に多い。生物の少い石茨岩中

では1の重要な示準居となる。

・O嚢土頁岩　　Al二03⑫多い粘土岩の中でその量

45％以上のものをいい，以下のものは硬質粘土と

して匿別十る。一般にねずみ色で良質のものはダ

イアスポアの小粒が澤山にあって粗画であり・

土1主03の量も多いものは65％に達しアルミニウ

ムの原料とも．なり。普通のものでも良好な耐火煉

．瓦の材料として冶金に重要覗される。瀦洲朝鮮の

石炭二擾系に産し・南滅では最上部のAoからA，

B…（｝厨まであるが殊に著しいのはA，Gの爾屠

であ孔一般の挨暦の下盤の粘土とは成因が別と

考えられ・むしろボーキサイト生成に近い状態の

下でできたものとされる。SiO雪の含有量の少い

のも1の特質である。

C紡錘虫　　後期古生代特有の隼物で，當時の海
た築えたものである。原生動物有孔虫科に属し，

米粒から大豆位の大きさの紡錘形か，球形で中心

軸の周りにらせん紋に省いた殻を持ちその殻は叉

多くの小室に分れている。非常に短期間に種々の

構造止の饗化をしたもので，石炭二盛兼の重要な

標準化石である。我国の古生暦にも多く，集って

紡錘虫石茨岩を作っている。

○宮の原暦群　　南蒲洲本漢湖の宮の原を標式地

とする地厨で，赤褐色系の礫岩砂岩箏を主とする

火山性の物質を混じ。白璽細の陸成地歴と考えら

れる。

○モンゾナイト斑岩　　粗粒斑状の友白色火成岩

で主成分は正長石曹族長石輝石等で石英白雲母等

を含む外観花蝿岩に似ている。日本には稀である。

○接鰯鑛床　　水成岩中に火成岩が噴出してその

岩漿のガスや鑛液が周園め水成岩に作用して出來

た鑛床であ乱石茨岩と花嵩岩の接鰯の場合が最
も多く，磁鐵鑛黄銅銭な一などは主な接鰯鑛活であ

る。

○石族二盤系　　上部石炭系には海成と陸威があ

り，海成はロシヤのウラル地方が標準となってい

る。上部石族系の下部をモスコー銃，上部をウラ

ル銃，二盤系下部をサグマル締という。各統に紡

錘虫の標準化石があって地厨は細分される・海成

層の譲達するのは東欧から印度支那日本及び北米

の1部が主で，西欧北米その他では上部石炭系は

陸成厨で主要毅固を作っている。

○衝動及ぴ覆瓦構造　　逆鐵騒の中で箇厨面が低

筒度であるものを衝動麟暦と構し，下の地塊上に

上の地塊がずり上った場合を衝↓・逆に下の地塊

が上の地塊の下に衝込んだのを衝下といらが優別

は中々国難である。禰曲運動の極限｝して起り易

い。衝動運動が幾度も繰返して行われて，地層が

瓦をふいたように一大小劫れ切れに璽なって分布し
ている場合を覆瓦構造或は鱗片構造と“・う。

○化石について
　二Bai1io11乱，Rθdliooia等は節足動物の三葉虫の

　　1種。
　ム。正。帖出I・1㎎l11e11・は腕足分の三味線分科

　　の小さな：枚分。

　中部太子河系の化石は主に石裁植物であって、

　　C乱1乱mit6目（芦木，とくさの類）Co・ωtos（裸

　　子植物），Stigm㎜i皿（Cod乱ite目の根）以外は

　　総でした類叉は種子しだ類のものであ糺

富山膿西部及石川縣東部の第二紀居

　勉學の初歩お車んでこの論文お讃まれる労え参

考となる事項お次にのべる・

　日本め含油第三紀暦　　日本で石油のでる地層

わ全部新第二紀暦であ乱新潟や秋田の瀬田地方
の新第三紀居の下部には（1）緑色凝友岩とよばれ

る火山噴出物からできた地厨があり。その上に，一
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（2〕黒色頁岩または黒色泥岩の厚い地層がくる・

この黒色泥岩の下部わ一般に珪質でかたく珪質頁

岩とか硬質頁岩とかよぱれている。黒色頁岩わし

ぱしば凝荻岩のうすい暦おたくさんはさんでいる

この上に（3）茨色泥岩があり，その下部わ多くの

場合砂岩と互暦している。茨色泥岩の上に（4）シ

ルト（繍い砂と粘土との間の粒度のもの，正確に

は1／16－1／256m工皿のもの〕・と細い砂の履があっ

てこの中にr夏川」とよばれる石皮質砂の腰がは

さまれている。またこの厨わ非常に貝や宥孔虫の

化石に、とんでいる。戸の上に砂，猫士，礫などの

地歴がある。以上にのべた地厨の順序（麿序、わ

新潟・秋圧1方面で大鎧共並の屯のである。石油わ

（3）の茨色頁岩の中にはさまっている砂岩と，（2）

一の黒色泥岩の間の凝友岩または砂岩の中に多いが

他の地履からも時々で乱刷由わ大麗生物起源の
ものと考える詮か有力であるが，日本でわ黒色泥

岩中の有機物が石油のもとであ．ると考えられてい

る妙で・・このおな黒亀泥岩お石油の母厨といって

いる。

　糠色擬茨岩　　わ火山噴出物中の輝石，角閃石

などの萄色鑛物が総泥石にかわったために全艦が

織色お呈する凝茨岩である。安山岩質のものも，

石英粗圃岩質のものもあり，粗粒の角礫伏のもの

から細粒の緻密な美しい緑色お呈するもの（雷王

1⊥1にある）まである。各地で石材として切りたさ

れている。日本の新第三紀の下部の地歴におこれ

が多いが，特に裏日本に著しい。

　地歴のわけ方と名づけ方　　水成岩の種類わち

まり多くなく，特に普通にでるものわ礫岩，砂岩

シルト，泥岩，凝友岩などごく限られたものであ

る（普癌これらがα1～5m位ごとに何枚も重な

り合ってくり返されているものが互厨である）o

それで此等おただ岩石の種類だけで分けていたの

でわ，各地域の地史お知季にも，叉継の地域と比

較するにも不便である。それで地質調査おしたと

きに地厨にその主に護達する土地の地名おつけて

よぷのである。だから地歴の名がちがっていても

岩石の種類が必ずしも異るものでわない。この分

け方の原則わ本文申の余川亜暦群の記載の所およ

まれれば到るとおもう。地歴に名前おつけるとき

．にわ後の研究著に混雑お起すことのないよおに注

意して特徴となる岩槻や，地蔵の厚さ，模式露出

地（タイプ）おはっきり示す必要がある。地歴の

名前とタイプの地名とわ同じであるこ。とが望まし

いカ｛，それが困難なときわ別で屯仕方がない。こ

の論文で余川亜層群とその中の累厨わほぼ完全な

形で記載したが，その他の暦群や累厨，あるいわ部

署の記載わ紙藪の開係で完全にわ打つでない。（こ

れらわ別にそれぞれの研究者によってはつき・o記

載される害である）。いままで日本で地層のわけ方

に…∴・統とゆう単位おもちいることが多かったが

統とその下の配分の階とわ日本金麗の標準となる

地質學上の時間的の意味お屯ったものに限定して

つかねぱならないのであって，地方的の地層のわ

読

け方に胴いることわやめた方がよい。地方的の標

準層序にわ本文の標準厨房の所でつかったよおに

級と，級お’さらに綜合した段とおつかい，各地方

の段，級を比較線合して統と階ができるのである。

これらについてわ文献（12〕お参照して頂きたい。

　火山暦序學　　とわ地蔵中の火山岩やそのほか

の火山噴出物の堆積した岩石（火山確暦岩叉わ火

砕岩）お池麿の占部として，火山活動お徴化石歴

序畢や沈積燦件などと麗蓮させ，歴史的に細く取

扱って行こらとするものであって，火山岩の岩石

學的の細い研究か必要なことわ勿論である。日本

の薪第三紀わ火山活動のはげしい時代であるから

この方面の研究わ第三紀の地史學として極めて重一

翼な分野である・

　プノ句フホドソ（連11nO1Op11⑪d⑪n）　新第三紀

に生れていた蕾象マストドン（M洲toaon）の一揮

である。マストドンわ世界的に第三絶中新株に多

いが鮮翻阯にもてる。日本でわ岐阜縣御嵩町附近
の雫改暦からでたB．割1・nOCtO！・蜆とゆうのと仙台附

逝からでた1｛，肥曲io11宮がちる。．仙台附近のもの

わでた地厨がはっきりしない。大蚤豊新第ミ細の古一

い方にでるもので私わそのでる時代おF皇一F3と

考えている。

　テスモステラス（】〕㈱mo昌ty1u昌）　薪第三紀の中

新世に生きていた海棲の哺乳類である一ヨ本・樺

太と北米の太平洋岸からだけしか矢口られていたい

特異の臼歯おもっている。所麗わまだ亜確にわ銚

っていない。海牛類とゆう特別な種類おつくった

b長鼻類（象の類〕に入れたりしてい銚丼尻正．

二の歯の組織學的の研究によると長鼻類に近い色

のだそおだ。日本でわはじめ岐阜縣瑞浪町附近の

戸狩から知られ，その後樺太，北海道∴岩手編・

価台附近，常盤炎田，佐渡・島眼縣宍道湖畔・能

登の各地からみつかつれ大部分わ臼歯であるか

戸狩のものと北米オレゴン州のも脇頭骨があり
樺太氣屯のものわ骨格が襲見され，この骨格標本一

わ長尾巧によって組み立てられ今地海道大鎮にあ

るO能登のものわ燐鑛探掘中にてたものである。

テスモステラスわ新第三紀中新世からだけ知られ

てい孔今まででた地歴わ迅からF3またわG
までの間の地歴である。

　ダイカリア（Vio冊y乱）　割合大形の塔形の巻

貝（8～10o皿位の高さが普通〕で印度，ビルマ，

蘭印，ヒリッピソ，日本の第三紀厨に特有なもの

で今の海にわ生きていない。ジャワでわ第三紀の

始薪泄の地歴からもでるが・澤山でるのわ日本
でも外国でも薪第三紀の古いカである。現生種わ

知られていないが一藷にでる他の貝や，化石とし

ての分布地域からみて比較的に水温の高い，盤1分・

のう一すい内海のよおな淺い研にすんでいたものら

しい。日本にわ2種である。一つわV。側11o舳と
いってジャワの｛～f3の地履に多いも．のと同じ
で差るが，日本でわ中国地方の津山附近に多い。

能登からもでた。もう一づわV．yokoy乱m乱iとい

って今析日本だけにしかしられていない。岐阜縣1
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珊湊町附近の月吉・瀞kや八尾附近に多いも一ので

あるp月音からでるものは穀の内部につまった砂

泥が蛋白石にかわりま知りの石茨質の穀がとけ去

？て拳しい内型となつて残っているの柚多く「月

のおさかり」といって好事家に珍重されたりして

いる。ダイカリアわ團本でわ新第三細の恥から

F3の時代の標準化石である。

　ミオヂプシナ（Mio苫y帥皿邊）とオパーキュリナ

（QPe正。uli㎜〕　これも動本の期第三紀の下部の

地衝F11からF3までに多い商等育児虫である。

有子典わ殻おもった小型の（肉瞬でみえるかみえ

ない位、の）単細胞動物であるが，そのうち商等有

孔虫とよぱれいものわ比較的大型で（この二種わ

3～5n1m位のものが多い）．部屋のたくさんある複

睡な殻お｛、っていて，その各種…わ地質時代の限ら

れたものが多く，地厨の時代おきめるのに役に立
つ。ミオギプシナもオパーキエリナ屯火縄慶い淺

い海にすむもので化石としても南洋に多い。臼本

で屯北海道以溝の第三紀Fl－F望の地融こわ各地

で知られている。ミオギプシナわ泄掬的にも第三

綱漸新随から中新世に限られてでるもので現生の

ものわ知られていない。か｛rキユリナわ現世に

も熱帯にも熱帯の海にわ多く・・日本でも紀州の田

邊灘目附近まで生きているがそれより北にわ生き

ているのわまナご知られていない。ヴイカリアや，．オ

ハrキユリナ，ミオキブシナ（富山附近でわ言だ

知られていないが“白ドシクリナ）などの化石が

てることから新第三紀の酌牟F1－F畠の時代に日

本でわ今より海水の濃度の暖かであったことがい

え仙またこの頃の植物も暖い地方のものが多い
からひいてわ氣候が暖かであったことが推定され

る。このよおに化石の或ものわ時代お示すこと以

州こその時代の環境お物語るものであ孔日本で
は弐のGの時代に入ると水溜が冷たくだったこと

がわかっている。

　日本の新生界の画分　　本文やこの解題のなか

でFgとかGとゆう言葉おつかったが，これわ
日本の新生代の地居の時代おあらわしている。私

わ1ヨ本の新生代お古い方から順にAからK’まで

のアル7アベヅトによって時代おあらわすことに
していろ。地質時代の細い厨分わヨロロヅバでつ

く・られたものセあるが新段代の頃になると生物の

分布が地方的に局限されてきたものか多く，ヨ｝

ロツバの細い睡分おそのまま日本に適用すること

がむつしくなる。それで日本でわ濁自の厨分おっ

くる必要があるが，今までの研究でわ完全な鼠一

分おつくり上げるのが困難である。それで今まで

の資料扮整理して假。に便宜上からこのように文

字であらわす匿分法お用いる。ζとにした。これに

ついマ謙しいことわ文献（12）か（111お見て】貫き

たい．谷からDまでわ大鎧古第三紀でEわ古」薮
第三絡F（F1，∬。，’皿3に細分する）わ薪第三

幅中新陛，Gわ中新一群新設，H（亘1，恥）わ
新第三紀鮮新財，I（I1－I，〕わ鮮新一更新設，

J（Jl，J，，J3、わ第出弼更新（洪積〕世，Kわ

現世である。倉本でわ古第三紬の代りに秋津紀・

新築…粥の代；りに瑞懸絶・第四紀の代りに敷島紀

お傾1L・たし・とおもう。

　鉤比表　　鐵比表わ各地域のj也麿の相互の關係

と地質時代扮示したものであるg地騒名の所の敏
一字わ大麗．の厚さである。メソパーの岩相名にわ夫

のよおな暑字お用いた。

　“91一礫岩，目ト砂岩，剥一秒，醐一泥岩，舳

　一旦暦、仰芦一凝茨岩，tft一風茨岩（tu倣。），

　舳一シルト，α「一緑色凝友岩軽，p・．昌a一軽石

　質砂，縦d一綱砂i可bO1品（VO1O㎜iC目）一火山噴

　出物が主な地厨。（池擾展生）

　　山東省棲顧縣唐山地方の霞石

　　玄室岩に就いて（豫報）

　メサ水平に襲達する侵蝕に強い埴騒（此虚香
は熔岩）たよって上を蔽はれていた簿真地騒のみ

がテーブル状に侵蝕から残されて，属国の地睡か

ら突出して出来た台地。

　ビユロト　メナの小規漢の屯の。
　竈石　成分はN乱里O・A1里（）3・洲ig｛で，白榴石

（K雪O・A1203・4SiO里），賛長石（2C乱O’A1里03’S…O！

等），方沸石（N・；O・A1203・4Si02・2亘ヨO）一等と共

に准長石類として一括される淡色主要艦岩鑛物の

一である。いま霞石，白榴石だけを考えてみると

霞石は長石類中の曹長石（N的O・A1203・6SiO，）に

白榴石は正長石（K王D・A1203・6SiO1）に比較して

SiOヨが少い。之等准長石は肉眼脚こも顯微鏡下

に於ても石鄭長石等と混同されるし，文相互間
の厚別もむつかしい。特に火成岩中に微小な伯形

晶をなして現はれる様な場合には衛更そう雫あ
る。之等をイ瞬扮析をへずに確認するには屈折率

英勉の光學性測定以外に酸で腐蝕した後フクシン

の様な色繋で着色してみたIり，叉騒々の徴化學的

手段がとられる。然し斯る方法を常に行ふことは

賛際間題として困難であるし，叉一面准長石の産

出が極めて稀な息め等によって見逃．しをすること

が多い。鰭って餓程之等の鏡物を見なれてい衣い

と，更に叉アルカリ岩（後述）に甥する認識がな

ければ准長石を見つけることはむつかしい。鉤べ

ば本論文の勤象である唐山の霞石玄武岩にしても

著者が調査された他に饒に踏査され・斜長石玄蔵

岩と誤報されて居るし，．叉有名な島摂縣長握のそ

れにしても昨年薮授の踏査に依って東亜で最初の

譲見と、畷はれる黄長石が出現するなどは此事情を

如實に物語っているものだらう。

　アルカ脂化學的に云ふと“O＋・即ミ
A1！03（分子藪）の開係にある組成を屯った火成

岩の総繍で，Na！q　K｛o等のアルカリに富み，

C包Oに乏しいもので蟹在鑛物としてほアルカ切
長石（正長石，微斜長石，アノーソグレース等），

アルカリ輝石（エヂリソー英他），チタン輝石・金

角閃石（リロベツク角閃石英他、・・雲母・准長石

等が特徴的のものである。アルカリ岩の中でsiq雷


